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近年，貴金属プラズモニクスに代替する材料として，第四族金属窒化物(TiN, ZrN, HfN) 

が注目されている。とくに TiN は存在量の豊富さからその代表格である。これらは， 

可視光-近赤外での光吸収特性が金ナノ材料に似た挙動を示す。また，耐熱性，耐久 

性，コスト面に優れることから，次世代のナノプラズモニクス材料として再注目され 

ている[1]。発熱材料としての TiN ナノ粒子の特性は，(1) サイズ，(2) 形状，(3) 結晶 

性，(4)欠陥，(5) 表面酸化 など，複数のファクターに依存する。当研究グループで 

は，湿式メカノケミカル法（ボールミリング法を用いる）で作製した TiN ナノ粒子に 

ついて，サイズおよび結晶性に注目し，光熱変換効率のファクターの複雑さとその分 

離について報告している[2]。 

本発表では，メカノケミカル反応時の溶媒の影響について着目した。 

具体的には，水・およびエタノールを中心に，ミリング条件を検討し，処理後の TiN 

粒子に関して，X 線光電子分光装置ならびに X 線回折装置で解析した。その結果，溶 

媒条件により表面酸化，ならびに結晶性変化の程度に大きな差が生じることがわかっ 

た。それに応じて，光吸収スペクトルも変化し，適切な条件でのメカノケミカル処理 

により，可視光領域全体での吸収スペクトルが増大することがわかった。この要因に 

ついて，Finite-Difference Time-Domain 法にて理論解析を行った。 
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